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す
は

↑
す
お
』
ざ
の

横
也
。
た
つ
て
ん
は
縦
也
。
王
と
申
黄
帝
中
央
の
名
也
。
天
の
主
・
人
の
主
・
地
の
主
を
王
と
申
。
隠
岐
法
皇
は
名
は
国

お
う
に
ん
の

い
う

に
は

王
、
身
は
妄
語
の
人
、
横
人
也
。
椎
大
夫
殿
は
名
は
臣
下
、
身
は
大
王
、
不
妄
語
の
人
、
八
幡
大
菩
薩
の
願
給
頂
也
。
こ

す

ほ
ん
じ

出
世
の
正
直
と
申
は
、
爾
前
七
宗
等
の
経
・
論
・
釈
は
妄
語
、
法
花
経
・
天
台
宗
は
正
直
の
経
・
釈
也
。
本
地
は
不
妄
語

の

は

の
う
．
ま
れ

の
経
の
釈
迦
仏
、
通
に
は
不
妄
語
八
幡
大
菩
薩
也
．
八
葉
八
幡
、
中
台
は
教
主
釈
尊
也
。
四
月
八
日
寅
日
に
生
、
八
十
年

さ
る

か
く
れ
う
あ
に

う
ま
れ
う
あ
ら

お
お
す
み
の
し
よ
う
は
ち
ま
ん
ぐ
う
の
の
に
く
り
よ
う

を
経
て
二
月
十
五
日
申
の
日
に
隠
さ
せ
給
。
量
教
主
の
日
本
国
に
生
給
に
有
ず
や
。
大
隅
正
八
幡
宮
石
文
云
、
〈
「
昔
霊

じ
ゆ
せ
ん
あ

じ
げ
ん

に
い
わ
く

鷲
山
に
在
り
て
妙
法
花
経
を
説
き
、
今
正
宮
の
中
に
在
り
て
大
菩
薩
と
示
現
す
」
〉
等
云
云
・
法
花
経
云
、
〈
「
今
此
の
三
界
」
〉

と
お
く

ち
か
く

等
云
云
。
又
〈
「
常
に
霊
鷲
山
に
在
り
」
〉
等
云
云
。
遠
は
三
千
大
千
世
界
の
一
切
衆
生
は
釈
迦
如
来
の
子
也
。
近
は
日
本
国

た
て
ま
つ
る

四
十
九
億
九
万
四
千
八
百
二
十
八
人
は
八
幡
大
菩
薩
の
子
也
・
今
日
本
国
の
一
切
衆
生
は
八
幡
を
た
の
み
奉
や
う
に
も
て

た
て
ま
つ
る
は

は

な
し
、
釈
迦
仏
を
す
て
奉
、
影
を
う
や
ま
っ
て
体
を
あ
な
づ
る
、
子
に
向
て
親
を
の
る
が
ご
と
し
。
本
地
釈
迦
如
来
に

し
ょ
う
じ
き
し
や
ほ
う
ぺ
ん

き
い
は
に
う
ま
れ

い
た
だ
き

』
う

ど
ん
げ

し
て
月
氏
国
に
出
で
て
は
「
正
直
捨
方
便
」
の
法
花
経
を
説
給
、
垂
迩
日
本
国
生
て
は
正
直
の
頂
に
す
み
給
。
諸
の
権
化

の
ほ
ん
じ

の

は

い
わ
ゆ
る
は
く
ら

し
め
し
お
う
く
つ

の
人
々
本
地
は
法
花
経
一
実
相
な
れ
ど
も
、
垂
迩
の
門
無
量
な
り
。
所
謂
髪
倶
羅
尊
者
は
三
世
に
不
殺
生
戒
を
示
、
鴬
叩

ま
ら
は
し
ょ
う
じ
よ
う

は
げ
ど
う

か
く
ご
と

こ
と
も
と
ぼ
ん
ぶ
あ
り

し
よ
ほ
つ

摩
羅
生
々
に
殺
生
を
示
す
。
舎
利
弗
外
道
と
な
り
、
〈
是
の
如
く
〉
門
々
不
同
な
る
事
は
、
本
凡
夫
に
て
有
し
時
の
初
発

と
く
ど
う
め

け
た
も
ん
い
で
た
ま
う

▽
み
よ
う
ら
く
い
わ
く
も

得
道
の
始
を
、
成
仏
の
後
化
他
門
に
出
給
時
、
我
が
得
道
の
門
を
示
す
な
り
。
妙
楽
大
師
云
〈
「
若
し
本
に
従
い
て
説

か
く
▽

せ
つ

よ
し
ゆ
つ
り

な

か
ば
亦
是
の
如
し
。
昔
殺
等
の
悪
の
中
に
於
て
能
く
出
離
す
。
故
に
是
の
故
に
通
の
中
に
亦
殺
を
以
て
利
他
の
法
門
と
為

の

は

す
」
〉
等
一
妻
。
今
八
幡
大
菩
薩
は
本
地
月
氏
の
不
妄
語
の
法
花
経
を
、
通
に
日
本
国
に
し
て
正
直
の
二
字
と
な
し
て
、
賢

も
し
し
か
ら
ぱ
こ
の

↑
フ

人
の
頂
に
や
ど
ら
む
と
云
云
。
若
爾
者
、
此
大
菩
薩
は
宝
殿
を
や
き
て
天
に
の
ぼ
り
給
と
も
、
法
花
経
の
行
者
日
本
国
に

〈
唾８
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そ
の
す
み
う
△

の
に
い
わ
く

有
な
ら
ば
、
其
所
に
栖
給
く
し
。
法
華
経
第
五
云
、
〈
「
諸
天
昼
夜
に
常
に
法
の
為
の
故
に
耐
も
垂
を
綜
護
す
」
〉
文
。
経
文

あ
る

一
』
ル
ア
、

す

の
如
ば
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
人
を
ば
、
大
焚
天
・
帝
釈
・
日
月
・
四
天
等
、
昼
夜
に
守
護
す
べ
し
と
見
え
た
り
。
又

の
に
い
わ
く

こ
じ

第
六
巻
云
、
〈
「
或
は
己
身
を
説
き
、
或
は
他
身
を
説
く
。
或
は
己
身
を
示
し
、
或
は
他
身
を
示
す
。
或
は
己
事
を
示
し
、

或
は
他
事
を
示
す
」
〉
文
。
観
音
雌
二
一
十
三
身
を
現
じ
、
妙
音
又
三
十
四
身
を
現
じ
給
ふ
。
教
主
釈
尊
何
ぞ
八
幡
大
菩
薩
と

た
じ

い
わ
く

た

な

現
じ
給
は
ざ
ら
ん
や
。
天
台
云
、
〈
「
即
ち
是
れ
形
を
十
界
に
垂
れ
て
種
々
の
像
を
作
す
」
〉
等
云
云
。

②

が
つ
し
こ
ぐ
す

↑
ソ

ふ
そ
う

す
し
よ
う
に
ん
い
で
た
ま
わ

天
竺
国
を
ば
月
氏
国
と
申
、
仏
の
出
現
し
給
べ
き
名
也
。
扶
桑
国
を
ば
日
本
国
と
申
、
あ
に
聖
人
出
給
ざ
ら
む
。
月
は
西

の
な
が
る

い
ず

の

よ
り
東
に
向
へ
り
。
月
氏
の
仏
法
東
へ
流
べ
き
相
也
。
日
は
東
よ
り
出
・
日
本
の
仏
法
月
氏
へ
か
へ
る
べ
き
瑞
相
な
り
。

た
だ

き
て
ら
す

月
は
光
あ
き
ら
か
な
ら
ず
。
在
世
は
但
八
年
な
り
．
日
は
光
明
月
に
勝
れ
り
．
五
々
百
歳
の
長
闇
を
照
べ
き
瑞
相
也
．
仏

じ
し

ご
“
う
て
・
き

ふ
き
よ
う
・
り
や
く

は
法
花
経
誇
法
の
者
を
治
給
は
ず
、
在
世
に
は
無
き
ゆ
へ
に
．
末
法
に
は
一
乗
の
強
敵
充
満
す
べ
し
．
不
軽
菩
薩
の
利
益

こ
れ

わ
が

△

此
な
り
。
各
々
我
弟
子
等
は
げ
ま
せ
給
ヘ
ノ
、
。

弘
安
二
一
年
躍
露
十
二
月
日
日
蓮
花
押

①
其
義
は
…
給
へ
し
第
陥
紙
～
第
妬
紙
初
３
行
富
士
大
石
寺
②
天
竺
国
…
給
ヘ
ノ
、
第
鞭
紙
富
士
大
石
寺

た
ゆ
う
さ
か
ん
ど
の
ご
へ
ん
じ

大
夫
志
殿
御
返
事

握
安
三
年
（
一
二
一
畔
ハ
○
｜
）
。
五
十
・
九
歳
．
｜
於
身
延
《
》
池
上
宗
仲
宛
〕
五
紙
断

京
都
妙
覚
寺
他
四
ヶ
所
現
存
〔
定
一
八
五
○
頁
〕
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